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グラフ内数字は回答数

p値>=0.05にアミがけ
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除外数

除外数：「あなたは以上の質問項目に対して責任を持って誠実にかつ率直に回答しましたか？」に「いいえ」と回答した数。
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授業の概要と目的がシラバスに明記されており、授業内容と一致
している
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成績評価の基準が明確に示されており、学生の努力を公正に評価
しようとする意図が感じられる

この授業で扱われている内容について、それらを学ぶ意義が実感
できている

授業に満足し、後輩や友人に勧めたいと思う

質問別得点

Q9（総合満足度）との相関
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教員は学生の積極的な参加（質問、発言、討論、練習、作業など）
を促している

授業内容や課題の難易度は、あなたの学習意欲を引き出すうえで
適切である (1もしくは2に回答した人は、課題がやさしすぎるか難しすぎるかを自由
記述に書いてください)

授業により知識や技能が身につき、自分の成長を実感できる

聞き取りやすい声や見やすい板書、教材の効果的な使用・提示など
により、授業の内容がわかりやすく伝わっている

教員は学習に適した環境を保つように努めている
（私語・居眠り・学生の出入り・携帯電話への注意など）
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評価基準

学習の意義
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質問別得点と相関係数（番号は質問番号）
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学生の参加
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相関係数は±１に近いほど関係が強く、０に近いほど弱いことを意味します。プラ

スは正の相関関係、マイナスは負の相関関係です。総合評価であるQ9はどの項

目と関係が深いのか、授業の何を改善すればよいのかの参考値として下さい。相

関係数の「-」は計算不能を示します。（例：回答者全員が同じ回答、回答デー

タが1件のみなど）

なお、ｐ値アミがけは相関係数の信頼性が低いことを示しています。回答人数が

少ない場合、アミがけの項目が多くなる傾向があります。
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一般的には、科目得点が低く相関係数の高い（右下に位置する）

項目が総合満足度（質問９）向上のためには有効と考えられます。

（ただし、科目の特質により、当てはまらない場合があります。）
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